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T O P I C S

　厚生労働省は2018年12月19日、平
成30（2018）年の「労働組合基礎調査」
結果を発表した。それによると、パー
トタイム労働者の労働組合員数は129
万6,000人で、前年の120万8,000人
より８万9,000人（7.3％）増加。全
体の労働組合員数に占める割合は
13.0％で、前年の12.2％より0.8㌽上
昇している。推定組織率も8.1％で、
前年の7.9％より0.2㌽上昇した。いず
れも過去最高だ。

女性、パートタイム労働者で増加

　同調査は、労働組合や労働組合員を
産業別、企業規模別、加盟上部組合別
に見た分布状況など、労働組合組織の
実態を明らかにすることを目的に実施
しているもの。すべての労働組合を対
象として、６月30日現在の状況につ
いて７月に調査を行っている。
　それによると、単一労働組合の労働
組合数は２万4,328組合となり、前年
に比べて137組合（0.6％）の減少と
なった。労働組合員数は1,007万人で、
労働組合員数は８万8,000人（0.9％）
の増となっている。労働組合員数は４
年連続で増加し、2010年以来８年ぶ
りに1,000万人台を回復している。

全体の組織率は17.0％に低下

　一方、雇用者数（総務省「労働力調
査」の６月分の原数値）は、92万人
増の5,940万人で、結果として、雇用
者数に占める労働組合員数の割合を示
す推定組織率は、17.0％となり、前
年（17.1％）より0.1㌽低下し、過去
最低となった。推定組織率は７年連続
で低下を更新している。労働組合員数

は増加傾向にあるものの、雇用者数の
伸びのほうが大きく、推定組織率を上
げるまでには至っていない。
　女性の労働組合員数は335万7,000
人で、前年に比べ９万人（2.7％）の
増となっている。推定組織率（女性雇
用者数に占める女性の労働組合員数の
割合）は、12.6％となっており、前
年より0.1㌽上昇した。
　労働組合員数（単位労働組合）のう
ち、パートタイム労働者について見る
と129万6,000人となっており、前年
（120万8,000人）に比べて８万9,000
人（7.3％）の増加となっている。全
労働組合員数に占める割合は13.0％
で、前年（12.2％）より0.8㌽上昇した。
　また、推定組織率（雇用者数に占め
るパートタイム労働者の労働組合員数
の割合）は8.1％で、前年（7.9％）よ
り0.2㌽上昇した。パートタイム労働
者の労働組合員数、推定組織率、いず
れも過去最高となっている。

「卸売業，小売業」「宿泊業，飲
食サービス業」で増加

　労働組合員数（単位労働組合）を産
業別に見ると、「製造業」が262万
7,000人（全体の26.3％）と最も多く、
次いで、「卸売業，小売業」が146万
8,000人（同14.7％）、「運輸業，郵便
業」が84万2,000人（同8.4％）など
となっている。
　対前年差を見ると、増加幅が大き
かった産業は、「卸売業，小売業」５
万5,000人（3.9％）増、「宿泊業，飲
食サービス業」３万人（11.2％）増
などとなっている。厚労省担当者は、
「パートタイム労働者が多い産業で組

織化が積極的」などとしている。一方、
減少幅が大きかった産業は、「運輸業，
郵便業」１万7,000人（2.0％）減、「教
育，学習支援業」１万1,000人（2.3％）
減などとなっている。
　推定組織率を産業別に見ると、「電
気・ガス・熱供給・水道業」が60.9％
と高い一方で、「農業，林業、漁業」
1.6％、｢不動産業，物品賃貸業｣2.9％
で低い。民営企業の労働組合員数（単
位労働組合、865万3,000人）について、
企業規模別に見ると、1,000人以上規
模が565万7,000人（全体の65.4％）
と６割以上を占め、300～999人規模
が115万4,000人（同13.3％）、100～
299人規模が60万2,000人（同7.0％）
などとなる。
　主要団体別に、産業別組織を通じて
加盟している労働組合員数（単一労働
組合）を見ると、連合（日本労働組合
総連合会）が686万1,000人で、前年
に比べて６万2,000人の増加となった。
一方、全労連（全国労働組合総連合）
が53万6,000人（同6,000人 減）、全
労協（全国労働組合連絡協議会）が９
万7,000人（同2,000人減）などとなっ
ている。また、都道府県単位の地方組
織のみに加盟している、いわゆる地方
直加盟の労働組合員数を合わせて集計
した労働組合員数は、連合が699万
2,000人（前年に比べて６万3,000人
増）、全労連が76万4,000人（同7,000
人 減）、全労協が10万8,000人（同
2,000人減）となっている。そのうえで、
産業別組織で見ると、連合傘下では、
「UAゼンセン」の増加幅が大きく、
前年差８万3,000人増の176万7,000
人となった。� （調査部）
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